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《現地報告》

サゴ林管理の粗放性について

—ーインドネシア南スラウェシ州のサゴ生i漿集落の事例から＿

遅沢克也＊

I.はじめに ここに報告するのは，一つの小さなサゴIKi喉集落のサゴヤシ林の行理とサゴ

生骰の現状である。東南アジア島網部の然幣低地を中心に広く分布するサゴヤ

シ(Metmxy/ousagu)は成熱に伴ってその幹に良質のデンプンを多絨に俗梢させ、

一部住民の重要な食税として利用されてきた。一方，このサゴヤシは未利用地

として残存する熱帝低湿地でも成脊・，'［能なことから，次ilt紀の宜柑責源あるい

はデンプン脊源作物としての生廂が期待されている。サゴヤシ林の躯約的舒到！

によってサゴデンプンのi替在生旅力を高め， lit位面積当たりの収絨を培大させ

る［9［能性などが議論されてきた〔 FL,rn 1977: 157-177; 1980: 110-127, 

長戸，下田1979:160-168〕。

しかし，筆者が調査したインドネシア南スラウェシ州ルウ県の海悴低地に立

地する伝統的サゴ生殺集落，ラップ(Labbu)I古）辺のサゴヤシ林では，このよう

なサゴ生照の集約化は全く見られなかった。また枢めて例外的な場合を除けば

サゴヤシが移植されることもない。村人はサゴヤシ林内に密生する吸枝を適当

にIll)引いて，一定の樹1i1)を保つことがサゴヤシの成長を早め，収姑を増大させ

ることを灯Iっているにもかかわらず，あえてこれらの管理を行わない。むしろ，

サゴヤシは放骰していても収穫できるという利点が強湖されていた。彼らにと

ってサゴヤシは「ほったらかしていても安定した収紐が得られるもの」であっ

て，林内の管理を行うという発想は全く見受けられなかったのである。

なぜ，この伝統的サゴ生照狼落におけるサゴヤシ栽培が躯約化の方向へ進ま

ないのかを解き明かす手がかりとして，村人の関心が楳常に高まるサゴヤシの

所有，相続問題に触れながら，サゴ生産の実態とその問題点を紹介したい。

なお本稿はトヨタ財団の研究助成を受けて1983年12月～1985年12月，およぴ

1986年3月～1987年3月までに行われた調在にもとづいている。

＊おそざわ かつや，京都大学大学院/)認学研究科
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2．サゴ生脱 同じサゴヤシ (Mctroxy/011spp.}からサゴデンプンの採取（生骰）を行ってい

地域の 3類 る地域といえどもその生旅様式はさまざまであり，混乱を避けるためにこれら

剌 をいくつかの地域類制に分けることが必要と思われる。

サゴ生瓶地域の類朋区分を試みるにあたって，サゴヤシの栽培管理やサゴ採

取（生瓶） ＿T．程の技術の差巽よりもその生廂物がどこまで出荷され，その利

益がどのように配分されているかという経済的な側而によって分けるほうがサ

ゴ生骰社会の本質に追りやすいし．簡便である。ここでは市楊までの距離を/~

度にし．①遠R,I地の大きな市場へ出荷する地域②地方市場へ出荷する地域，

③村外へは出荷せずに村内で消骰する地域の 3区分を設定するのが適当と考え

られる。①の「大きな市場」とは国際市場や国内の火都市の市場で．このよう

な市場へ出荷している生廂地としては，西マレーシア・ジョホール州．東マレ

ーシア・サラワク州，インドネシア・リアウ州．西カリマンタン洲（ポンティ

アナック）などがある。脊本力のある中国系のサゴ仲買人やサゴ：I．．場主的によ

って生旅・出荷がプロモートされ．移植や樹1111の管理も行われることが多い

〔TAN1983. C111N 1977,翡谷 1986〕。②の「地方市場」とは生廂地からさ

ほど距離のはなれていないサゴ食1倒内の地方市場で，生廂から出荷までの主体

が生i裟地の村人であることが多い。サゴヤシ林が利［放な栽培管理下に置かれて

いることが多いが，生廂されたサゴの大半が出荷され，貨幣を媒介とした経済

が進んでいることがこの地域の特徴となっている。かつては．こうした地域が

多く存在していたと息われるが，近年．他の商品作物への転換が急で，この類

朋のサゴ生廂地域は急速に減少しており現時点では辺境に位骰する地域が残存

する。調在地のラップはこうした集落の一つである。③は自給的サゴ生脱地域

であり．サゴヤシの自生林があるといわれているイリアン・ジャヤ，パプア・

ニューギニアのサゴ生廂地域である＇’〔 TowNSEND1974. 0liTS9い 1983〕。

3．調査地区 サゴ生産集落ラップは行政的には，南スラウェシ州ルウ県マランケ郡ペンカ

ラップの概 ジョアン村(DesaPengkajoang)の一集落である（ltl]参照）。

要 南スラウェシ州の主要なサゴ生産地の一つであるルウ地方は同州の中では開

＜立地＞ 発の遅れた．人口密疫の低い (22.7人／k面． 1985)森のill:界であったが．近年

の移住政策によってジャワ．パリ．ロンボク (Lombok)や南スラウェシ州内の

1)現在はサゴの出荷をしていない第3類型の自給的サゴ生瓶地域と考えら
れる地域には，その過去にサゴを交易品として扱った歴史があった地域が含ま
れていることを注意しておきたい。
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他県からの人口流入が盛んで，ルウ平野のIlI沿いを走る幹線道路を中心に忽速

に典地が開かれている。こうした外部者にとってルウ地方はいまだに1筵術の駆

使される1競境として恐れられている。

゜

図1 調査村の位置

このルウ県内にあってマランケ郡はルウ平野を流れる二大河川，ロンコン

(Rongkong)川とバレアセ (Balease)JI[に挟まれた陸の孤島となっていて未だに

物資の搬出入は海上交通以外にない県内の辺境と言われている。
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マランケ郡内の狼落の多くはマングロープ林の後背． i1庄料から約 4-5 km内

陸のかつての砂丘跡などの高みに海岸線に並行して断続して位骰している。ラ

ップもこうした躯落の一つで，サゴヤシヘの依存度が高い地区となっている。

海倅から蛇行するトンペ (Tompe)Illを遡ってマングロープ帯を抜けると，辿め

にココヤシが見えてくる。ラ yプの集落である。集落の周辺には約150haのサ

ゴヤシ林が1<12のように分布しており．サゴ生骰は井戸と動力粉砕機を備えた

洗い場（通称サコ'_|．．場）で行われている。

箪者の滞在期間の中間にあたる1985年当時，ラップには105戸．約550人が住

んでいた。その50年ほど前の1935年当時．ラップには 6戸しか家はなかったと

いう。現在の住民の多くはペンカジョアン村の他の集落．ウェラウイ (Waelawi).

トンペ (Tompe)などから移り住んで来た者ないしはその1勺系である。移住は婚

姻を契機にする場合が多い。そして．婚姻は通常イトコ，マタイトコ1ii／などの

親族内で行われる。結婚後．妍たな生活の場を求めてサゴヤシ林の周辺に移り

住んだのである。また．この地は廿からルウ県内の他の海料部の集落，特に県

都パロボの南部ピロパ(Be¥opa).バダンサッパ (Padangsappa)などとの交流が盛

んである。 Jfll緑行も多く． Ii]地1i1]での婚姻．人の移動も顕杓である。

村外から移住が行われる例を以下に紹介しよう。スラウェシ独立戦争2'が勃

発してまもない1952年頃．ぷtの身杓のままの一人の男がその祖父の硲を吟ねて

パロポの南，ラロンポン郡のサンバノ (Sampano)から訪れた。この祖父は Opu

Dg Talesangと言い，村人の祖先の中で特に英雄視されている人物である。 40

人の比をめとり． I！Kl戦の名人で，金がなくなるとトラジャ地域に出かけ人をさ

らって．売り飛ばした栄傑であったと言う。彼は晩年にサンパノに渡ってV,1人

目かの・北をめとった。そしてこのチ孫が親族を頼って来たのである。この男は

サゴ採取をはじめいろいろな仕事をしたらしいが，夜は伝水やH常の出来事を

語りにして1iりかせる語り部だったという。村で一番のサルン（組の布）を持っ

ている女性に近づき，結婚して定祈した。この例のように外部からの渡米者が

村を訪れ．結婚を契機に住み着く例は村の歴史の中に何例か見いだされる。

村人の使う言菜はトラジャ語の影押を受けたプギス語で．文化や‘Itti界もプギ

2 Iカハール・ムザカール (KaharMuzakkar)の反乱のことである。インド

ネシアが独立して1iIlもない1950年から1965年にかけて，スラウェシはイスラム

国家を建設(Daru!Isram)するための一種の独立戦争に巻き込まれていく。ル

ウ地方は最後まで反乱軍が立てこもって抵抗したことから戦争の1)）j跡が強く残
っている。
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ス族と類似していることから大まかにはプギスの 1躯落と衿えてよい＇＇。サゴ

生骰との関連で留滋しておきたいことは，近年洲れて来ているとはいえ，一種

の階級制度があったことである。王族， i梵族，平民．奴隷の社会階I¥'1に分かれ

る。南スラウェシの最初の王国が成立したのはルウ地方であった。初代の王

(Tamboro Langi ;最初の ToManurung;天から降り立った者の泣）は天腺降臨

によって地上に降り立ち，その）飢は最も貸く，色は白いといわれている。この

王の子係は地上の民と結ばれ，そのIIrlは拡散しながら現在に到っているという。

現在も使われているオプ(Opu)，ダエン (Dg;Daeng)などの称サはこのlIrlの純／虻

を示している。実際には村人の大半はなんらかのかたちで ToManurungから

のJill統をたどりうるとされる者逹である。

もう一つのサゴ生旅に関辿する1T（要な村社会の特徴は，村人の間では祈発な

「競い合い」が繰り広げられていて，自らの誇示行為が好まれることである。

この「競い合い」は血統のみならず， 111：代や脊｝JなどがIHIじレペルと見なされ

る者逹の間で特に額許であった。一歩でも他者より抜きんでたいとする「競い

合い」は脊力や権威が誇示される）芍IIiだけでなく，経済行為の内容にも及んで

いて．労働の質に関する村人の滋識と関連していると考えられた。

く生業＞ 村人はサゴIl祁行以外にもさまざまな経済祈動を行っている。主な生業として

は，森林沼源の採取・出荷，投魚を含めたi.（（t茅もそして輸送業や交易などがあ

る。表 1は1985年］0）］の時点での戸主別に見た生業の内訳を示している。

表1 調在地区ラップの生業

生業の種類

サゴ専業
サゴと養魚
サゴと行商ないしは交易
木材の伐り出し
投魚専槃
投魚と交易，材の伐り出し，丸l：など
輸送業と交易
雑貨店経党
職人（大l―.，家具戦人）
その他

合計

数
戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
一
戸
戸
戸
戸

戸

3
2
2
1
5
2
1
2
4
9
1
8
1
1
0
5
ー,r 

今
＂

3) J',jスラウェシでは出身地や家系を誇り貨ぶ。村人はプギス語を話してい

るが，自らをルウ独自の1磁力を信じ，ルウの守設神に守られるルウ人 (Orang

Luwu)と呼ぴ，プギス人一般と区別しているが，ここでは彼らをプギス人とし

て論じることにする。
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出荷される森林脊源としては，湿地林からの木材，ロタン，縄材(bebcsu；シ

ダの類）やマングロープ林からの薪炭材がある。村の周緑にある森からのこう

した森林森源の出荷は近年枯渇化し．こうした仕事は先細りの傾I{，］にある。

狡魚は1980年代前半から祁入された礁森制度 (R.C.D.: Rural Credit Projectな

ど）を契機に急速に広がった。対象魚はik≪nbandeag(サパヒイ： Chaaoschaaos) 

で，仲買人から購人した椎魚をマングロープ林内の汽水域に開かれた茂魚池に

放流し． 4～ 5ヵ月脊てた後．出荷する。また． 1984年頃からはエピの投殖も

併用されてきている。なお，自家消猜され出荷されることはないが，干滴差を

利用したヤナ漁(ma'Ie/ebi/a)や刺し網漁(ma'lelepuka)もマングロープ林内に発

達するクリークや河口で行われている。

輸送業とは動力付きの1刊物船 (I-2トン）で村と街のlii)の物脊の搬出入を

行う仕事である。村人の多くはかつて帆船を採って森林脊源をバジョエ(Bajoe).

パリマ (Pallime)等のボネi窃痒の街に述んだ経験を持っている。 70年代後半か

ら帆船から船外機付きの行物船に変わった。

前掲の表1の項目の中には揚げられていないが，村の経済を考える上で見落

としてはならないのが．水牛の存在である。サゴヤシ林内には300頭余りの水

牛が放飼されていて．新しい事業脊金や結婚脊金などの多額の出特のための祖

財になっている。また，水牛を対象とした「質」制度 (ma'boro)などもあり，

水牛は村経済を円滑化させる金躁制度のような役割を果たしていた。

村人の経済活動に関しては．次の 2点が留慈されるべきである。その 1つは．

村にはit幣を媒介とする商品経済が浸透していることである。こうした商品経

済化は，交易を通じてかなり以前から発達していたと考えられる。サゴ生旅を

例にとってみても．伝統的なサゴ生骰集落というと何かプリミテイプな自給自

足的な社会をイメージしがちであるが．ラップでは生崩されたサゴの約8割以

上が出荷され．得られた収入で他の生活必甜品が購入されているのである。

第2点は村人の生業は固定したものではなく．頻繁に変わることである。選

択される経済活動は短期1ii)で1謡るもの，投機性の高いものへと容易に転化する

傾向が顕箸であった。このような中にあって，サゴ生照は他の生業と紐み合さ

れ．この組み合せの中で，サゴ生廂は他の経済活動の間のつなぎであったり．

新たな事業に乗り出す場合の支えとして機能していると考えられた。表 1の

「サゴ専業」の32戸は1985年のIO月の時点でサゴ以外の経済活動を計画‘してい

なかった戸数であり．時の経過とともに他の生業に移行したり，逆に他の正業

からサゴ生瓶にもどったりする可能性が含まれている。事実． 1983年の12月か
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ら1987年の 5月までの調任期間中に継続してサコ7|ョ栢だけに従'Jf.していた戸七

はわずか10人にも逹しない数であった。村人が頻繁に生累を変える例として

Anwar氏の事例を紹介したい。

Anwar氏は結婚後， しばらくサゴ採取で生祈していたが，ワニの皮が沿i< 
売れることを開きつけ，仲1/il数名とワニ猟の旅に出かける。この旅は東南トラ

ウェシから北スラウェシにおよび，約 1年後，村へ帰る。この時の儲けの一部

で刺し網を買い，漁業とサゴ採取に従事する。娘が中学校に上がる時，その学

森をつくるためにこの刺し網を手放した後， lトiバロボの親戚の者といっしょに

水牛の交易を行うようになるが、 2年余りで中j|'．する。街の1巾買人に買いたた

かれて，儲けが少なかったからだとはう。現在はサゴIl91’,tをしながら次は何を

やるか考1紋中である。

この例から，こだわりなく生業を変えている様す＇•が窺える。こういった一種

の積極性を裏から支えているのがサゴであると言える。いつでも生活してゆく

うえでの紅柑と現金収人を保1：，1するサゴヤシ林があることが｀容易に，そして

栢樹（lりに，新しい事業に乗り出す支えとなっていたと考えられる。

く村の変容＞ 生架が弁易に変化することを述べてきたが，今，村は．これまでとは異な

った変容を迫られているように．思われる。

それは行政当屈の統制が強まりつつあることに関連する。辺）立に位it［するラ

ップはスラウェシ独立戦争が治まった後も政治的な．味からも中央から辿<,

神秘的な力を保持する村の伝統的権威者の傘下に統制がとれていた。例えば，

近在の村からその親から結婚を反対された男女が逃げ込んでくることがあった。

こうした場合，村の権威者は，親の依頓を受けた腎察がこの男女を捜しに米た

としても，両者が命がけで出た行為を隙煎し，二人を彼の権威のもとに結婚さ

せた後，両視に引き渡している。

こうした村にも，最近，税制と土地の登記の問題に見られるように行政当局

の統制は忌速に強まってきている。 1986年の 1月に税制の大改革が行われた。

オランダ統治時代から引き樅がれ複雑化していた税制を， P.B.B. (Pajak Bumi 

Bangmian)に一本化して徴税が強化されたのである。この過程で所有が曖味で

あった土地の登記化の動きがみられた。所布の曖昧な土地の占布を主張する者

や自分の土地の占有を確固たるものにしようとする者が税金という代償を払っ

てまでも土地の登記を行う場合があった。

サゴヤシ林内の土地把握はサゴヤシ株を中心にしてその周問の土地の占布が

認められるという曖味なものになっている。特に所布者の悦なる株IIIIの土地の
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所布が曖味で，両者の占布慈識が拮抗し，紛争の起こりやすい「場」となって

いた。元来この種の紛争は村の伝統的権威者によって仲故されていたが，土地

の権利掛 (satifikattanah)がいったん発行されてしまえば，村の権力者といえ

ども介人できない事態になっているのである。こうした変化を村人は敏感に感

じ取っている。その結呆，サゴヤシ株を中心とした粗放な土地把握から国家に

よって保障された平面的な土地所布への変化が見られつつある。最近，サゴヤ

シ林内でカカオ椋lが開かれつつあるのはこうした影押と考えられる。

4.サゴ生廂 ラップ地区の集落のIA]圃には約!50haのサゴ林が分布し，旧河川跡に沿って

の現状 立地する 9つのサゴ洗い場 II叉12中の①～⑨)でサゴ生廂が行われている。こ

の洗い場には1970年代末から祁人されたサゴ髄の動力粉砕機と深さI.5mほど

の浅井戸があり，その脇にはサゴデンプンの沈澱梢として中古の丸木舟が2-

3備え付けられている。

ここでのサゴ生瓶は通‘i:t2人（搬出担当者とサゴ洗い担当者）が1組となっ

て行う。サゴヤシ成熟木の選定をした後，搬出担当者が伐採し， 1日分の作業

散だけの幹の樹皮をはぎ取り， I lill60-70kgのサゴ髄の丸太を天杵を用いて

駆け足で洗い場まで述ぶ。この作粟は IA 6-10回繰り返される。洗い場に巡

び込まれたサゴ髄は粉砕機の持ち主によってオガクズ状のものに処理された後，

洗い担当者によって舟の上に備え付けたsemaka（サゴの葉柄で作られた樋）に

移され，ニッパヤシの架でつくったパケツ（容祇 5~ 7リットル）で汲み上げ

た井戸水をかけながら洗われる。この汲み上げ作業は 1日平均900回以上にも

なる重労働となっていた。

これら一連の作業は2~ 3本のサゴヤシを処理して，沈澱栖として用いられ

ている舟が一杯になるまで続けられる（平均約16日1i!J)。その後，沈澱したサ

ゴは水分を調節するために 2~ 3日放骰して，ぬれサゴのままニッパの森さで紺

んだ俵(tamaa;5-6kg)につめられ、パロポに出荷される。生廂されたサゴ

は洗い場の施設（井戸， lil•, semaka.)の持ち主，粉砕機の持ち主，サゴヤシの

持ち主，搬出担当者，洗い担当者1111で配分され，その配分率はそれぞれ10%,

18%, 18%, 27%, 27%となっている。

サゴ生骰に係わるサゴヤシの所布者，搬出担当者，洗い担当者，洗い場の施

設の持ち主，粉砕機の所布者は，当然のことながら，さまざまな糾み合せで並

複する。例えば①搬出とサゴ洗いを 1人で行う，②サゴヤシ所布者が自分の粉

砕機を使ってサゴ洗いだけを行う，あるいは③サゴ洗い担当者が洗い場の施設
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のうち井戸とsemakaを所持している場合などの組み合せが生じる。こうした

場合はそれぞれの配分砿が加鉢される。すなわち， ①の場介は27%+27% =54 

%，②は18%+ 18% +27% =63%，③は5%+27%=32％の配分になる。また

サゴヤシ所打者とサゴ生賄者が探なる場合，伐採に先だって，収穫されるサゴ

の砒をあらかじめ見秘り， iiJi布者への配分•；止に相当する現金が前払いされるこ

とが多い。

彼らが利用するサゴヤシ林の状態についてfiii単に触れておこう。村人は移植

や発生する吸枝の整理，樹1111の管理などの栽培管理を全く行っていない。その

ためサゴヤシ林内ではサゴヤシ株の狛疲や樹1iilに大きな変楳が見られた。サゴ

ヤシの幹がすでに立ち上がったサゴヤシ立木の密度は62-140本／haの間を変

異している。この値はサゴ生i.i，t地域の第 1類期に屈する西マレーシアのジョホ

ールのサゴヤシ林の平均立木密度296本／ha(150本-425本／ha)〔京大サゴヤ

シ研究クラプ］982: 196-203, WA'「ANAl!E1986: 7]-72〕を大きく下回っている。

サゴヤシ自体の形態も非常に変界に富んでおり，村人によって収穫されたサ

ゴヤシ成熟木4'だけに限ってみても．幹長はl.5m-15.7m（平均8.36m)，平

均直径は2lcm-74cm（平均48.8cm) の間を変択している（遅沢 • 田中 1988〕。

次にサゴヤシの収屈と労慟生廂性についても簡単に触れておきたい。従来サ

ゴヤシの収屈に関してはさまざまな地域からの報告があるが， f凋査方法やサン

プル数に問辿があってやや混乱している。漑壺期間中に村人が処理した102本

のサゴヤシ成熟木の収品は，変楳が大きいものの，平均すると乾燥デンプン換

符いで223kg(l00-417kg)という大変裔い収乱となっていることが確かめら

れている (OS<lZAll'A1986: 53-54〕。

一方，収屈の大きさとともに労働生脆性の高いことも指摘されている(O)1.

Sll,A 1977 : 100, TowNSENI)前掲： 226-228〕。村のサゴ生涯に代やされる労

拗時間（サゴ林までの移動時間を含む）を追跡した結果，乾繰サゴデンプン換

符で8-llkg／人 ・時間の見返りがあることが分かった6)。これを村内の取引

4) 1986-1988年の湖在期間中に村人によ って伐採されたサゴヤシ成熟木の
うち157本について形態調査を行った。平均直径とは下端から 2m, 中央．上
端から 2mの直径の平均を意味する。幹長とは伐採された幹の最下部から上端
までの長さである。
5) 2日ほど天日乾燥を行った乾躁サゴデンプン。水分を12-14％含む。
6)全生産紐からサゴヤシ所有者．粉砕機の所布者などへの配分飛を除いて，
実際に各生産担当者が得た収絨を費やされた労働時間で割った。1986年の11月
末から約3ヵ月間に行われた．延べ10回のサゴ生能に1tやされた労働時間のデ
ーターに基づく。
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価格に換籾すると， 1人1時Ill)当り1,000ルピア前後の収益が得られているこ

とになる。この値は収益性が高いと村人に受け止められている投魚の労働時1ii)

当りの収益性に［J犠敵することが確かめられた。

一つの目安としてこの値をジャワの水田耕作とも比較しておきたい。中部ジ

ャワのクラテン (Klaten)における水田耕作（高収祇品種を使用）では平均0.8 

~1.2kg（梢米）／人・時間の労働生瓶性があったことが報告されている (SU99

,il'O 1974〕。この値をサゴの労働生骰性と比較するために． 1986年当時のラッ
プの精米価格； 250~350ルピア／kgで換坑すると，このクラテンの水田耕作の

労働生骰性は240~360ルピア／人・時間に相当することが分かる。サゴ生脱の

労働生i祖性はジャワの水田耕作のそれを大きく上回っているのである。

5．サゴヤシ サゴヤシが高い収祉をもたらし，かつその労働生旅性も非常に邸いという事

栽培の集約 実にも関わらず，なぜ，この村がサゴ栽培の「集約化」へ[{,］かわないかを以下

化を阻む要 の項目にわたって考えてみたい。

囚 サゴヤシ自体の植物学的特徴に起l刈する問題である。まず，サゴヤシの成宥

くサゴヤシ 期lll]に関する問題がある。通盛サゴヤシは移植してから伐採されるまでの時

の植物学的 lilJがかかりすぎることが指摘されている。この村の場合，放骰状態から自然発

特徴＞ 生するサゴヤシの吸枝が成長して，デンプン翌ir/iが最大となる伐採適期までに

かかる時間は，その悶！境によって大きな変楳があるが，約 8年から10年といわ

れている。このようにサゴヤシの成脊期間が長期にわたることが，目前の出翡

に追われがちな村人の関心を狼めにくいと考えられる。また，村では子供が生

まれた際にその子の将来に備えてサゴヤシを植えるような先を見越したような

労働力の投入は1tti"｛fiりに行われていない。こうしたことが，サゴヤシの移植，

株の管理などの集約的栽培に[I,]かわない一つの要囚になっている。

次に考えられることは，サゴヤシが非前に大きな布用植物であり，利用され

る部分も他の作物と比較して圧倒的に大きいことである。伐採され，処理され

るサゴヤシ成熟木の幹の容積は0.8~1.5m＇にもなる。これを利用する側は，従

って，伐採以後の作業に単純な労力をつぎ込みされすれば火屈のサゴデンプン

を得ることになる。ここでの作業は，搬出にしても，サゴ髄の粉砕にしても，

サゴ洗いにしてもさほど技術のいらない労力の繰り返しで，誰でも容易に従事

できる作業内容となっている。このことが，後述するような労慟の質に対する

村人の滋識とも関わっている。

サゴヤシの大きさとも関連するが， 1本の収紐が大きいことも挙げられよう。
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サゴヤシの収埜が乾燥デンプンで1本当り平均200kg1iii後になることは前述し

た。これは出荷されているぬれサゴの状態では実に400kgJiii後になる。このよ

うな大きな収砒がある場合，この収蔽をさらに増/JI]させようとする試みが生ま

れにくいと考えられる。また，この収紐の大きさはサゴ伽喉を他の生菜との組

み合せの中でつなぎとして位i花づけている者にとって利．点があるといえよう。

さらにサゴヤシ林全体に目を1,,1ければ，様々の生脊ステージの立木が混在し

ていることに気が付く。このことは，林全体を均せば，伐採適期に達したサゴ

ヤシが継続して供給されることを窓味している。村人にとってもサゴ林は節便

で安定した収人源をいつでも提供してくれるものとして受けとめられている。

この様々な生脊ステージのilt在が，成熟したサゴヤシが伐採適期以降も俗積し

たデンプンを相当の期lill維持している"こととあいまって，伐採に滸手する時

期を柔軟性に富んだものとしている。そして，その柔軟性のゆえに，他の生業

と兼業するサゴ生廂者の間ではサゴ以外の生業をf受先する傾I｛リがみられた。

く生産物の サゴ生i党のシステムに関わってくる問題である。サゴヤシが伐採されてから

分配システ 出荷されるまでには，サゴヤシの所布者，搬出担当者，粉砕機の持ち主，洗い

ム＞ 場の施設の持ち主，洗い担当者が関わっている。これらの関係者は同一人物に

よって兼ねられることがあるが，往々にして楳なる。そして，生ji佑されたサゴ

がそれぞれの配分率によって関係者に配分されていることは前述した。

このことはサゴ生廂が行われる場合，その利益が村全体に行き渡るという社

会保隙的な効果がある反面，伐採・搬出やサゴ洗いに直接携わる者の利益が希

源化され，村の内部からは企業家精神を持った者が輩出しにくい状態を生み出

している。このように，サゴ生廂者とサゴヤシ所布者の異なることがサゴ栽培

の集約化を阻む大きな要lislとなっていると考えられた。

また，この問題は村でサゴ生崩を企業化してゆ＜／易合，生骰物のコストが高

くつくというマイナス要囚となっている。

く再生産へ 再生廂への投森の裕積があるか否かは躯約化への過程を探る上で重要な判断

の投資の蓄 基準になるが，サゴ生旅においては，こうした動きは見られなかった。動力粉

積＞ 砕機が祁入された時も，サゴ生骰による利illl裕梢からではなく，水牛などの1甘

脱を処分して購入脊金をl：而している。

もっとも，このことは村人の経済活動に占めるサゴ生骰の位骰付けからすれ

7)サゴヤシは成熟するにしたがって幹にデンプンが蓄梢される。その後．
花序が出現し，開化．結実する過程で諮梢されたデンプンが減ずるが，伐採適
期に達したサゴヤシが花序を発現させるまでには．通常． 1年以上かかる。
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ば当然のことと言えよう。 サゴ生瓶が他の生業との組み合せの中でつなぎとし

て， あるいは新しい事業の支えとして機能していることは繰り返し述べてきた。
つまり， サゴ生廂からの収人は日々の生活代に使われるべく村人の家社の中で

位骰づけられている訳である。 例えば， 1 haの規校の投魚池を造成する場合，

費本力の差によって異なるが， 造成に着手してから最初の出荷が期待できるま

でには， ー集中して取り組んだとしても， ゆうに 1-2 年以上の時間がかかる。

通常は， 何人かの助っ人が金で集められ， 川にI葡した土手が槃かれた後は1人

ないし親族内の他の助けだけで1吉Illりの土手の完成， 抜根， 池の内部の掘り下げ

等の作業が進められる。 この1/1), 生活代がなくなるとサゴ生廂を短期I/IJ行い，
また， 作業を続行する。 このパターンが何度となく繰り返される訳である。 ま

た， 最初の投魚池の収穫があったとしても安定した漁狼をあげるに到るまでに

は今しばらくの期1/IJが必要であり， 漁猥が少ない場合はサゴ生j喉からの収入が
当てられている。 こうした中ではサゴ生if.の収入は消 itされるだけに回される

のである。

次にサゴ生,,砂の収入の人り方に関わる問題があげられる。 サゴ生1喉の収入が

他の生業と比較して短い掛JIii)ごとに少頷ずつ人ってくることである。平均的な
例として200俵(/H«Hm)のぬれサゴが出荷される場合， サゴヤシ,i,:打者， 搬出

担当者， 洗い担当者， その他がすべてwなっているとすれば， サゴの搬出担当

者ないしは洗い担当者は約13,000Jレビア程度の収人を得るであろう。 そして，
この収人は10日から2週間前後の比較的短期間に得られているのである。 こう

した形で人る収入は村の家計の中では， 日常の出 itに向けられる傾向が強く，

再生旅への投脊の祖梢に回されていない。 最近流行している投魚池経営では成

功すれば4-5ヵ月1/11にまとめて何十万からイf<J百万ルビア程度の高額収入が得 [ 
られる。 こうした場合は新たな炎魚地を購入するなどの投森の祷積が見られた。

く村人の意 サゴ生発に対する村人の意識に関係する問題である。村には，「サゴで働く

識＞ ことは失敗者」と見なされる風潮がある。 当而はサゴ生廂に従事している者も，

滸在的にはサゴから離れたいとする傾J/,jが強く見受けられる。 村ではサゴ生廂

は伐採されたサゴヤシ成熟木の搬出とサゴ洗いという労力を提供し収入を得る

ものと受け取られている。 そして， その作業は誰でもできる単純な重労働の繰

り返しで， 村社会で活発に繰り広げられる競い合いの中で求められる”気腎
さ， 技術等を必要としない行為として受けとめられている。 この事がサゴ生廂

にまつわるプア ー なイメ ー ジを与えていると考えられた。 実際に， 恒常的にサ

ゴ生脱に従事している者はどちらかというと， その出生が村の社会階級の中で
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は低い階府に属する者逹であり． Op"・ Dgといった称，，]を持った者は．サゴ生

脱に関わっている場合でもサゴ工場の持ち主を服ねていたり．兼業する他の生

業により多くの関心を払っていた。こうした風i~）もまた．サゴ生骰から得られ

た収入が再生旅の裕梢に振り 1{，jけられない背屎となっていると考えられた。ま

れに，勤勉なサゴ生廂者が脊金的な余剰を生み出した場合があっても．枡しい

家を建てる脊金に回されたりして．再生沌のための蓄積には1hJけられていない。

くサゴ株所 サゴヤシは成長するにつれて，次々と吸枝がその基部から発生し．いくつか

有．財産分 の異なった生育ステージが混在するサゴ株を形成する。サゴヤシの所布はこの

与．相続＞ 株が基本的な単位となっている。

サゴ株の所布は株の周囲（ほぼ株内のサゴヤシの樹影が覆う範I用）の土地を

伴っている。サゴヤシ林内には． r折打者の異なる株と株のIil)に2-3アールの

空地が生じていることがよくあるが．ここは両者の土地の占布滋識が拮抗し．

うかつに利用できない空lii)となっている。こういったサゴヤシ株周辺の土地占

布慈識がサゴヤシの移植をしにくい状況を生み出している S,0

このような土地を伴ったサゴ株は相続の対象となっている。均椋相線が原則

となっているこの村では．何よりもサゴ株は過不足なく子供逹に1甘廂分与する

対象として便利である。持ち分のサゴ株が子供逹の数で割り切れない場合は．

不足分のサゴ株が買い足された後．均呼に配分されている。 I！すi喉分与以外にも

サゴ株の売買が行われていて，サゴヤシ林内のサゴ株所布は錯綜している。

このようなサゴ株の所布や相続に関して．生i喉上の問題となるのは． まず．

サゴ株が一般的には労働をもはや担当していない旧IIl：代によって所有されてい

ることである。通常．財旅分与は視が死ぬliill祭まで行われない。このため現在

の働き盛りのlit代がサゴ株に自1!1に手を出しにくい状況が生じている。またサ

ゴ株を所布している旧jll:代の者が他者のサゴ生殺によって得た収人は．まだ独

立していないチ供の学粋などに回されるため．サゴの再生廂へとそれが投殺さ

れることは全くといってよいほどない。

8)例外的にサゴヤシが移植されている場合を調在してゆくと，移植がサゴ

採取よりも，土地の占布を目的として行われていることが明らかになってきた。

特に村内に頓れる親族関係者がいない外部者が村の権威者の承諾の下にサゴ林

の外緑部の土地所有が不明確な所に植えている例や，この地方に移り住むよう

になった王族が奴隷を用いて移植したと考えられる例が多い。いま村でサゴヤ

シの移植がほとんど行われていないのは，サゴヤシの移植によって占有権を主

張できるような所布の不鮮明な土地がなくなってきていることもひとつの理由

であろう。
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第二の問題として．均呼相続の結果，サゴ株の所有が細分化される傾向にあ

ることがあげられる。村人の祖先のなかでもサゴヤシを多く持っていた Opu

Dg Pawenariの家系の例を見てみたい。 OpuDg Pawenari （女性）は現IIt代か

ら3懺代前の祖先で， 300以上のサゴ株を所布していたが，三ilt代を経た現1It

代に到るまでに．その子係逹によって 7~ 8株から20株程度の規模に細分さ

れていることが分かった。こうした糸Ill分化の結果．持ち分のサゴヤシだけの生

瓶だけでは生計を維持しにくい事態にいたっている。

第三は村外所有者の問題である。村外に移転した者はサゴヤシの使用権を親

族に託しているが，所布権自体は．維；；；iして保持していることが多い。このこ

とも村人のサゴ林の管理への関心をそぐーl!iとなっていると考えられた。

以上，サゴヤシ林が極めて机放な岱理下に悩ガヽれている背屎を簡単に述べて

きた。サゴヤシのもつ成脊期lil1の長さ．形の大きさ 1本当りのデンプン蓄梢批

の多さといった特徴やサゴヤシ林内の様々な成脊ステージの混在は，村人に高

収砒，高い労働生i；耐性．作業開始時期の柔軟性．収最の安定性裕を保障するも

のであった。しかし．その反面で，こうしたサゴヤシ自体の特徴が村のサゴ生

脱の現状を温存する要IMとなっていた。さらに．サゴを採取する村人の意識，

恨晋，経済システムといった要IMもサゴ生瓶を躯約化の方向へは1h]かわせず，

むしろその労働の粗放性が浮韮されるような状態を生み出していると考えられ

た。村のサゴヤシ林が無管理状態にi荏かれているのは．こうしたさまざまな要

因の結果である。

6．サゴ生産 以上，サゴ生廂躯落の概要，サゴ生廂の実態，集約化を阻む要囚について述

村/l)将来 べてきたが，この小稿を終えるに当たって，今後このサゴ生廂媒落がどうなっ

て行くのかを展望しておきたい。

サゴヤシ林が村人に生業のつなぎとしての安定した収入源を保障することは

あっても，サゴ生派が収入の中心となってゆくことは現状においてもまた将来

においても不可能であろう。サゴヤシ株所有の細分化の問題とともに，増加し

続ける村人口のすべてを吸収するほどの規模の確保はもはやできないからであ

る。

最近の姿魚やカカオないしは柑橘類栽培への移行は村の今後の方1,,]として一

つの可能性を提示しているかもしれない。これらの試みはサヨ•生旅が内包する

諸問題とは無緑の新しい試みである。彼らが投魚の先進地であるピンランやカ

カオ栽培の先進地である東部ジャワの後脱を今は拝するとしても，今後沿実に
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技術を見につける努力を続けていけば成功する’'［能性はないとは言えまい。新

しい商品作物ないしは投魚の祁人とその集約化への移行である。おそらく、こ

の過程でサゴヤシ林の多くはカカオ園やオレンジ園に変わることであろう。こ

うした移行が実現した場合に村に与えるマイナス要囚としては，村の金融とし

て大変重淡な位骰を占めていた水牛放飼が困難になること， 1け瓶相続上の忙惰

が維持されにくくなることが予想される。実際に投魚池の相続をめぐって家族

紛争が多く生起してきている。

しかし，彼らの性l{，]を考えると，こうした近のりは大変なものになるであろ

うというのが策者の率直な感想である。確かに養魚，特にエピの投殖はルウ海

痒部の立地環境からいって，最も期待されるものであるが，長期的な価格見通

しが不安視されており，これら新たな試みも徒労に終わる lII能性もないとはい

いきれないのである。

それならば、在来のサゴを再考することはできないであろうか？村内部から

のサゴ栽培への集約化と生ii•E の 1i，j上は前述した通り，現状では難しいが，ここ

に外部からのインパクトがある場合には一つの［l［能性が考えられる。

先にあげたサゴ生脱地':i:'の第 2頬朋に屈するサゴ集落が，中国系の殺本力の

ある仲買人などによって国際市場に参人し，第 1甜国へ移行して行く可能性は

短期間ならば想定しうる。村でサゴ離れが起こった場合，一時的なサゴヤシの

買付けが可能となるからである。しかし，そうした方向は村社会の混乱と崩壊

を招きかねない大変危険な選択であろう。そうした実例は東マレーシア，サラ

ワク州のメラナウ族の社会に見られる〔 Mo,e,s1977〕。

筆者は公的機関による外的インパクトを期待している。「集約化を阻む要囚」

でみてきたようにサゴ生旅にまつわる所布の細分化，脊本蓄積，労働のftなど

の問題はサ．ゴヤシを利用する側の社会の問題であると言える。サゴヤシ自体は

高いデンプン収紐と労働生産性を保障しているのである。また熱幣低湿地とい

う閑境下で生態的に安定した植物であることにも着目したい。国際市場の流行

に流されるのではなく，長期的な視野に立って，在来のこうした有用植物の利

点を索直に評価する時期にさしかかっているのではないかと考える。

サゴヤシ園造成1tを対象とした牒民金融，価格変動を保障する買付け制度，

サゴデンプンの品質管理と品竹向上のための指禅，遠隔地へ出荷する場合の輸

送や保険をパックアップする制度等が期待される。長期的には国際市場への参

入を目論むとしても，当面は公的機関の理解と援助によって，絶対的なサゴヤ

シ林面積を増やしながら，妾魚や畜産（水牛）と組み合されたサゴ生産の狼約
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化の方向を押し進めることが，第 2類期に1対する地域の今後の発展方Ih]ではな

いかと考えている。
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